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「過ちて改めざる、是を過ちという」  

校長  眞々田  透  

 １１月もあっという間に半分が過ぎ、先週で定期考査も終わりました。３年生にと

ってはますます大切な時期に入ってきました。  寒さも一段ときびしくなりますが、

生徒たちには体調に気を付けて学校生活を送ってほしいと思います。  

 さて、１１月の朝礼では論語という古典にふれて話しをしました。論語の中には「過

ち」（ちょっとしたことから犯してしまったまちがい・失敗）について扱っているも

のがありますが、「過ちて改めざる、是を過ちという」という言葉があります。  

 「何か失敗したり、まちがいをしてしまったとき」どうするか、例えば「キャッチ

ボールしていたら、ボールが逸れて人の家のガラスが割れてしまったとき、自分はど

う行動するか」ということを生徒に問いかけてみました。  

 実際にこのようなことが起きれば、誰しも困ったことになった、まずいなと思うの

ではないでしょうか。見つかったら、もの凄く怒られるじゃないか、大変なことにな

ると思って、言い訳をしたり、黙ってしまったりということもあるかもしれません。 

 「過ちて改めざる、是を過ちという」の意味は「過ちを犯したら、その過ちを改め

ないのが過ちで、過ったらそれを正そうとしない態度が問題だ」ということです。ど

んなことをしていても、ふとした失敗は起こりうるものです。まちがってしまうこと

は誰にもあります。しかし、失敗したその後どうするか。どう対応するかということ

が問題で、まちがってしまった後が大事です。  

 私は子供たちができることは、素直に「ごめんなさい」と認めるということだと思

います。まちがった道（行動をしたら）に進んだら、すぐに引き返して正しい道（行

動をする）を進むことです。そうでないと、元に戻るまで大変です。一旦ウソをつい

てしまうと、さらにウソをつかなければならなくなります。隠していて、後でもっと

事が大きくなっていることもあります。それでは失敗をしてもその後何も変わりませ

ん。それでは何度も何度も同じような失敗は繰り返えしてしまいます。いいことはひ

とつもありません。結果として、まちがいを改めて、正しい道に進むことは誰にでも

できる簡単なことです。そして、失敗は、人を成長させるチャンスで、人は失敗から

多くのことを学ぶことになります。この経験が、その後の自分の人生に活かすことに

なると思います。ぜひ「過ちて改めざる、是を過ちという」という言葉を教訓として、

素直に「ごめんなさい」と自分の行動に責任をもち、認めることができる人になって

ほしいと思っています。  

 

教育目標  

・よく考える人になろう 

う 

 

・豊かな心をもった人になろう  



本校の学力向上を図るための全体計画  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

本校の授業改善に向けた取り組み  

指導内容・指導方法
の工夫  

教育課程編成上の  
工夫  

校内における研究や
研修の工夫  

評価活動の工夫  
家庭や地域社会との
連携の工夫  

・わかる授業、個に  

応 じ た 指 導 へ の

取組  

・評価計画の研究  

・補充、発展学習の  

充実  

・授業改善推進プラ

ンの活用  

・朝読書の充実を図

りながら、落ち着

いた学習態度の育

成  

・長期休業中の学力

補充教室  

・授業時数の確保  

・校内研究授業を実

施し、指導方法の

研究を深め、生徒

の主体的で意欲的

な学習活動の推進  

・目標に準拠した評

価を適切に行なう

とともに理解を深

める研修  

・指導と評価の一体

化  

 

・基本的な生活習慣

の定着  

・家庭学習の定着  

・道徳授業地区公開

講座を通した心の

教育を推進  

 

 
＜都教育委員会目標＞ 
子どもたちが、知性、感性、

道徳心や体力をはぐくみ、人間

性豊かに成長することを願う。 

    
＜区教育委員会目標＞ 
人間尊重の精神を基調とし、

学校教育と社会教育との緊密

な連携のもとに、心身共に健康

で知性と感性に富み、人間性豊

かな子どもの育成を図る。  

 
＜保護者の願い＞ 

・基礎学力を身に付けてほしい  

・感謝と思いやりの心をもつ人

に育ってほしい。  

＜教師の願い＞ 
自己理解を深め、自ら判断し

行動できる人に育ってほしい。 

＜地域の実態＞ 
学校への関心や期待が高く

協力的である。  

 
学校の教育目標 

 人間尊重の精神と国際社会人として

の資質・能力を身に付け、人間味に溢

れ、自ら考え、判断し、行動できる  

「人」づくりの達成を期するために、

教育活動のすべての場で、教育目標の

具現化を目指す。  

・よく考える人になろう  

・進んで行動する人になろう  

・責任感の強い人になろう  

・豊かな心をもった人になろう  

各教科の指導の重点 

○個に応じた指導の充実に取  

り組み、より一層基礎的・基

本的な内容の定着を図りま

す。  

○社会の変化に主体的に対応

できるように、体験的な学習

や課題解決能力の育成を目

指します。  

道徳の指導の重点 

○望ましい人間関係を築き、個

性を伸ばし、充実した生き方

を求める力を養います。  

○道徳的な心情や判断力、実践

力の育成を図ります。  

本校における「確かな学力」 
学習指導要領の改訂に伴い、教育理

念である「生きる力」をはぐくむため

の、知識・技能の習得と思考力・判断

力・表現力の育成を重視し、言語活動

の充実や健やかな体の育成を図り、調

和のとれた生徒の育成を目指します。 

＜授業改善への取り組み＞  
①基礎的・基本的な知識・技能の定  

着を図ります。  

②体験活動を重視した学習や課題解決

学習を積極的に進め、社会性を伸ば

し課題解決能力の育成を図ります。  

③学習意欲を高め、家庭と連携を図り

ながら学習習慣を身に付けます。  

④評価規準に基づいた適正な評価・評

定を行います。（指導と評価の一体化

を図る計画の作成）  

特別活動の指導の重点 

○望ましい集団の形成を図り

ます。  

○個性の伸長を図るとともに

自己実現を目指す力を育成

します。  

○自主的、実践的な態度を培い

ます。  

総合的な学習の時間 

○生徒一人一人の興味や関心

に応じた課題や生き方を考

える場の設定に努めます。  

○自らの課題を主体的に見つ

け学び、解決しようとする態

度の育成を目指します。  

生活指導の重点 

○基本的な生活習慣の定着及び規律ある集

団行動を目指した指導を徹底します。これ

らの指導を通して社会の一員としての自

覚を育てます。  

○他者を思いやり自然を愛する指導、ボラン

ティア活動への積極的な参加を促す指導

を通して、環境を保全する心や物を大切に

する心を育てます。  

進路指導の重点  

○生徒一人一人が自分の個性や能力を知り、

良さを伸ばしていけるように生徒の発達

段階及び個性に応じた適切な進路指導を

行います。  

○体験的な活動を積極的に取り入れること

によって、望しい勤労観や職業観を身に付

けさせるとともに、生涯にわたって学び続

ける姿勢を育てます。  


